
(57)【要約】

　MPEG4-FGSにおける周波数重み付け及び関心領域強調

は、両方とも、重み付けマトリックスの適用によって、

選択された離散コサイン変換(DCT)係数の最下位ビット(

LSB)に多くのゼロをシフトインすることによって実現さ

れる。このことは、これらの係数を事実上数ビットプレ

ーンシフトアップし、これにより、上記が行われなかっ

た場合よりも早く、これらの係数のビットを拡張階層ビ

ットストリームに現れさせる。従って、これらの係数は

、ビットストリームが切り捨てられた場合にシフトされ

なかったか又はより小さい量シフトされた係数に対して

優先される。ここで、MPEG4-FGSスタンダードの拡張階

層ビットストリームを修正してシフトインされたゼロが

もはや符号化されないようにし、これにより、拡張階層

からビットが全く切り捨てられない又は少数のビットし

か切り捨てられない場合に圧縮効率を向上させることが

提案される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 画 像 を 符 号 化 す る 方 法 に お い て 、 画 像 又 は 差 分 画 像 を
変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え る ス テ ッ プ と 、 前 記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 前 記 係 数 を
重 み 付 け す る ス テ ッ プ と 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係 数 を 符 号 化 す る ス テ ッ プ と を 有 し
、 前 記 重 み 付 け の 結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の ゼ ロ ビ ッ ト 値 は 符 号 化
さ れ な い 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の 方 法 に お い て 、 重 み 付 け の 結 果 と し て 導 入 さ れ る ゼ ロ ビ ッ ト 値 の 手 前
ま で の 前 記 バ イ ナ リ 表 示 の ビ ッ ト 値 が 符 号 化 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 1又 は 2に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 重 み 付 け は 、 周 波 数 及 び ／ 又 は 選 択 的 強 調 で
あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 1乃 至 3の 何 れ か 1項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 MPEG4-FGS方 法 の 修 正 さ れ た バ ー ジ ョ
ン で あ る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 1乃 至 4の 何 れ か 1項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 RUN, EOP符 号 化 の た め の 可 変 長
コ ー デ ィ ン グ は 、 ゼ ロ ビ ッ ト の 符 号 化 を 考 慮 す る た め に 再 最 適 化 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 1乃 至 5の 何 れ か 1項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 係 数 は 離 散 コ サ イ ン 変 換 係 数 で
あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 6に 記 載 の 方 法 に お い て 、 ピ ク セ ル ブ ロ ッ ク は 差 分 画 像 か ら 形 成 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え 、 前 記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 前
記 係 数 を 重 み 付 け し 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係 数 を 符 号 化 し 、 こ こ で 前 記 重 み 付 け の
結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の ゼ ロ ビ ッ ト 値 は 符 号 化 さ れ な い 、 こ と に
よ っ て 符 号 化 さ れ た 画 像 を 、 復 号 化 す る 方 法 に お い て 、 前 記 重 み 付 け か ら 生 じ る ゼ ロ を 前
記 符 号 化 さ れ た RUN,EOP係 数 に 再 導 入 す る ス テ ッ プ と 、 RUN,EOP復 号 化 を 実 行 す る ス テ ッ プ
と 、 前 記 係 数 を 逆 重 み 付 け す る ス テ ッ プ と 、 周 波 数 領 域 か ら 変 換 し 直 す ス テ ッ プ と を 有 す
る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え 、 前 記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 前
記 係 数 を 重 み 付 け し 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係 数 を 符 号 化 し 、 こ こ で 前 記 重 み 付 け の
結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の ゼ ロ ビ ッ ト 値 は 符 号 化 さ れ な い 、 こ と に
よ り 画 像 を 符 号 化 す る よ う 動 作 可 能 な 符 号 化 手 段 を 有 す る 符 号 化 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 9に 記 載 の 符 号 化 装 置 を 有 す る 伝 送 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え 、 前 記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 前
記 係 数 を 重 み 付 け し 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係 数 を 符 号 化 し 、 こ こ で 前 記 重 み 付 け の
結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の ゼ ロ ビ ッ ト 値 は 符 号 化 さ れ な い 、 こ と に
よ っ て 符 号 化 さ れ た 画 像 を 、 復 号 化 す る よ う 動 作 可 能 な 、 又 は 、 前 記 重 み 付 け か ら 生 じ る
ゼ ロ を 前 記 符 号 化 さ れ た RUN,EOP係 数 に 再 導 入 し 、 RUN,EOP復 号 化 を 実 行 し 、 前 記 係 数 を 逆
重 み 付 け し 、 周 波 数 領 域 か ら 変 換 し 直 す こ と に よ っ て 画 像 を 復 号 化 す る よ う 動 作 可 能 な 、
復 号 化 手 段 を 有 す る 復 号 化 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 11に 記 載 の 復 号 化 装 置 を 有 す る 画 像 複 製 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え 、 前 記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 前
記 係 数 を 重 み 付 け し 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係 数 を 符 号 化 し 、 こ こ で 前 記 重 み 付 け の
結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の ゼ ロ ビ ッ ト 値 は 符 号 化 さ れ な い 、 こ と に
よ っ て 符 号 化 さ れ る 画 像 を 有 す る 信 号 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え 、 前 記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 前
記 係 数 を 重 み 付 け し 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係 数 を 符 号 化 し 、 こ こ で 前 記 重 み 付 け の
結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の ゼ ロ ビ ッ ト 値 は 符 号 化 さ れ な い 、 こ と に
よ っ て 符 号 化 さ れ る 画 像 を 有 す る 信 号 が 記 憶 さ れ た 記 憶 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 改 善 さ れ た ビ ッ ト プ レ ー ン 圧 縮 方 法 に 、 及 び 、 こ れ を 達 成 す る 装 置 に 、 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 動 画 を 含 む デ ー タ フ ァ イ ル が 、 要 求 さ れ る 記 憶 の 量 又 は 伝 送 容 量 を 低 下 さ せ る た め に 圧
縮 形 式 で 記 憶 さ れ 、 伝 送 さ れ る こ と は 、 現 在 一 般 的 な こ と で あ る 。 動 画 の 伝 送 を 可 能 に す
る た め の 、 所 与 の 動 画 の 組 に つ い て 通 信 チ ャ ネ ル 上 で よ り 少 な い 容 量 が 必 要 と さ れ る よ う
な 、 画 像 の 小 さ い 転 送 速 度 は 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 動 画 を 符 号 化 す る た め に 、 所 与 の 画 像 が 典 型 的 に は 8ピ ク セ ル × 8ピ ク セ ル の ブ ロ ッ ク に
符 号 化 さ れ る 離 散 コ サ イ ン 変 換 (DCT)を 用 い る こ と は 、 一 般 的 で あ る 。 DCT変 換 は 、 8× 8ピ
ク セ ル ブ ロ ッ ク を 空 間 領 域 か ら 周 波 数 領 域 に 変 換 す る 。 DCT係 数 は ビ ッ ト プ レ ー ン 、 例 え
ば 11ビ ッ ト プ レ ー ン で 構 成 さ れ る 。 な ぜ な ら 、 DCT係 数 は 一 般 的 に 11ビ ッ ト で 符 号 化 さ れ
る か ら で あ る 。 8× 8ピ ク セ ル の ブ ロ ッ ク の 第 1の ビ ッ ト プ レ ー ン は 、 こ の ブ ロ ッ ク の 各 係
数 の 最 上 位 ビ ッ ト の 全 て を 有 す る プ レ ー ン を 表 す 。 従 っ て 、 最 後 の ビ ッ ト プ レ ー ン は 、 特
定 の ブ ロ ッ ク の 64個 の 係 数 (8× 8)の 各 々 の 最 下 位 ビ ッ ト (LSB)の 全 て に よ っ て 構 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ビ ッ ト レ ー ト ス ケ ー ラ ビ リ テ ィ は 、 DCT係 数 を 、 各 ブ ロ ッ ク の 最 上 位 プ レ ー ン で 開 始 し
て ビ ッ ト プ レ ー ン ご と に 符 号 化 す る こ と に よ っ て イ ネ ー ブ ル さ れ る 。 ス ケ ー ラ ブ ル 圧 縮 方
法 の 目 標 は 、 い か な る 所 望 の 箇 所 に お い て も 切 り 捨 て ら れ る こ と が で き る ビ ッ ト ス ト リ ー
ム を 生 成 す る と 同 時 に 選 択 さ れ た ビ ッ ト レ ー ト に つ い て 可 能 な 中 で 最 高 の 品 質 を 与 え る こ
と で あ る 。 従 っ て 、 主 要 な 目 標 は 、 切 捨 て 可 能 な ビ ッ ト ス ト リ ー ム が 生 成 さ れ る の で 、 ビ
ッ ト ス ト リ ー ム の 最 初 に 最 上 位 情 報 を 配 置 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 毎 回 ブ ロ ッ ク の 1つ の ビ ッ ト プ レ ー ン が ビ ッ ト ス ト リ ー ム に 入 れ ら れ る (11個 の DCT係 数
が あ れ ば 各 ブ ロ ッ ク は 11回 ス キ ャ ン 又 は 処 理 さ れ る )の で 、 残 り の デ ー タ か ら 構 成 さ れ る
ビ ッ ト ス ト リ ー ム を 、 画 像 を 再 構 築 す る た め に 構 成 す る た め の 異 な っ た 方 法 が あ る 。 残 り
の ブ ロ ッ ク は 、 人 間 の 視 覚 系 に 対 す る 重 要 性 の 順 序 で 処 理 さ れ る こ と が で き る 。 例 が 以 下
に 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Moving Pictures Expert Group (MPEG)は 、 MPEG4と し て 知 ら れ る 標 準 規 格 を 規 定 し た 。
こ の 標 準 規 格 は 、 Fine Granular Scalability (FGS)改 正 案 (ISO/IEC 14496-2/AMD 4; doc
ument ISO/IEC JTC1/SC29/WG11 N3315)を 有 す る 。 MPEG4-FGS改 正 案 は 、 ノ ン ス ケ ー ラ ブ ル
基 本 階 層 (即 ち 送 信 さ れ る 情 報 量 を 低 減 す る た め に 事 前 に 切 り 捨 て ら れ る (prematurely tr
uncated)こ と が で き な い 層 )及 び FGS拡 張 階 層 か ら な る ビ ッ ト ス ト リ ー ム を 作 成 す る 。 こ の
FGS拡 張 階 層 は 、 デ ー タ ス ト リ ー ム の ビ ッ ト レ ー ト を 低 減 す る た め に 切 り 捨 て ら れ て も よ
い 。 拡 張 階 層 が 事 前 に 切 り 捨 て ら れ る 場 合 に ビ デ オ 品 質 を 改 善 す る た め に 、 特 定 の DCT係
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数 の 品 質 を 強 調 す る た め に 周 波 数 重 み 付 け が 用 い ら れ る こ と が で き る 。 周 波 数 重 み 付 け は
、 2の 累 乗 で あ る 1つ 又 は 複 数 の 定 数 (例 え ば 2、 4、 8、 16等 )に よ っ て 乗 じ ら れ る 係 数 値 と
関 連 し て も よ い 。 係 数 が 4で 乗 じ ら れ る 場 合 、 該 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の 最 低 位 の 2つ の ビ ッ
ト は ゼ ロ で あ る 。 こ れ は 、 2つ の ゼ ロ を 「 シ フ ト イ ン 」 す る と 呼 ば れ る こ と が で き る 。 こ
れ ら の ゼ ロ ビ ッ ト は 、 必 ず し も LSB平 面 に お い て の み 出 現 す る わ け で は な く て 、 複 数 の 低
位 ビ ッ ト プ レ ー ン に お い て 出 現 す る こ と も で き る 。 MPEG4-FGS、 周 波 数 重 み 付 け 及 び 選 択
的 な 関 心 領 域 強 調 (enhancement)は 、 IEEE Transactions on Circuits and Systems for V
ideo Technology Vol 11, No. 3, March 2001の Weiping Liに よ る 「 Overview of FGS sca
lability in MPEG4 Video Standard」 に お い て 議 論 さ れ て い る 。 こ の 文 書 は 、 背 景 情 報 、
並 び に 、 周 波 数 重 み 付 け 、 選 択 的 強 調 及 び 上 述 の MPEG4ス タ ン ダ ー ド の 使 用 に 関 す る 利 点
に 関 連 す る 情 報 を 提 供 す る た め に 本 願 明 細 書 に 引 用 し た も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 の 文 書 は 選 択 的 な 関 心 領 域 強 調 と 関 連 し 、 こ れ は 、 こ こ で も 用 い ら れ て お り
、 シ フ ト イ ン さ れ る ゼ ロ を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 MPEG4-FGS標 準 規 格 は 、 元 の 画 像 デ ー タ で は な く 差 動 デ ー タ (即 ち 元 の 画 像 デ ー タ と 基 本
層 に 含 ま れ る 画 像 デ ー タ と の 間 の 差 )を 符 号 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 MPEG4-FGS改 正 案 で は 、 画 像 を 符 号 化 す る ビ ッ ト ス ト リ ー ム 中 の ゼ ロ 値 ビ ッ ト が シ フ ト
イ ン さ れ 、 複 数 の 低 位 ビ ッ ト プ レ ー ン の ゼ ロ を 潜 在 的 に 生 じ さ せ る の で 、 欠 点 が 生 じ る 。
こ れ ら は 、 ゼ ロ ビ ッ ト が ビ ッ ト ス ト リ ー ム に お い て 符 号 化 さ れ る た め 拡 張 階 層 が カ ッ ト さ
れ な い か 、 又 は 事 前 に 切 り 捨 て ら れ な い 場 合 に 、 拡 張 階 層 の 効 率 を 低 減 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 し た 欠 点 に 対 処 す る こ と で あ る 。 更 に 、 本 発 明 の 目 的 は 、 MPEG4-
FGS標 準 規 格 よ り も 高 い 効 率 を 有 す る ビ ッ ト プ レ ー ン 圧 縮 の 方 法 を 提 供 す る こ と で も あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 1の 側 面 に よ れ ば 、 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 画 像 を 符 号 化 す る 方 法
は 、 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え る ス テ ッ プ と 、 前 記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト
ス ト リ ー ム の 前 記 係 数 を 重 み 付 け す る ス テ ッ プ と 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係 数 を 符 号
化 す る ス テ ッ プ と を 有 し 、 前 記 重 み 付 け の 結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示
の ゼ ロ ビ ッ ト 値 は 符 号 化 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 有 利 に 、 画 像 が 伝 送 の た め に 符 号 化 さ れ る と き に 符 号 化 又 は 伝 送 さ れ る ビ ッ
ト の 数 を 低 減 し 、 こ れ に よ り シ ス テ ム 要 件 を 低 減 す る 。 本 方 法 は 、 特 に 、 ス ケ ー ラ ブ ル ビ
ッ ト ス ト リ ー ム 成 分 が ほ と ん ど 又 は 全 く 切 り 捨 て ら れ な い 状 況 に お い て 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 適 に は 、 重 み 付 け の 結 果 と し て 導 入 さ れ た ゼ ロ ビ ッ ト 値 よ り も 少 な い バ イ ナ リ 表 示 の
ビ ッ ト 値 が 符 号 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 適 に は 、 重 み 付 け は 周 波 数 重 み 付 け 及 び ／ 又 は 選 択 的 関 心 領 域 強 調 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 適 に は 、 本 方 法 は MPEG4-FGS方 法 の 修 正 さ れ た バ ー ジ ョ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム は 、 非 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム 成 分 又 は 基 本 階 層
、 及 び ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム 成 分 又 は 拡 張 階 層 に 符 号 化 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 好 適 に は 、 RUN, EOP符 号 化 の た め の 可 変 長 コ ー デ ィ ン グ は 、 ゼ ロ ビ ッ ト の 非 符 号 化 を 考
慮 す る た め に 再 最 適 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 適 に は 、 係 数 は 離 散 コ サ イ ン 変 換 係 数 で あ り 、 ピ ク セ ル ブ ロ ッ ク の 周 波 数 領 域 へ の 変
換 か ら 生 じ る 。 ピ ク セ ル ブ ロ ッ ク は 、 好 適 に は 、 差 分 画 像 (即 ち 元 の 画 像 と ベ ー ス 層 に 含
ま れ る 画 像 デ ー タ と の 間 の 差 )か ら 形 成 さ れ る 。 画 像 間 の 差 即 ち 差 信 号 は 、 変 換 ス テ ッ プ
の 後 に 計 算 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 2の 側 面 に よ れ ば 、 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え 、 前 記 ス ケ
ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 前 記 係 数 を 重 み 付 け し 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係 数 を 符
号 化 し 、 こ こ で 前 記 重 み 付 け の 結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の ゼ ロ ビ ッ
ト 値 は 符 号 化 さ れ な い 、 こ と に よ っ て 符 号 化 さ れ た 画 像 を 復 号 化 す る 方 法 は 、 前 記 重 み 付
け か ら 生 じ る ゼ ロ を 前 記 符 号 化 さ れ た RUN,EOP係 数 に 再 導 入 す る ス テ ッ プ と 、 RUN,EOP復 号
化 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 係 数 を 逆 重 み 付 け す る ス テ ッ プ と 、 周 波 数 領 域 か ら 変 換 し
直 す ス テ ッ プ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 3の 側 面 に よ れ ば 、 符 号 化 装 置 は 、 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え 、 前
記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 前 記 係 数 を 重 み 付 け し 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係
数 を 符 号 化 し 、 前 記 重 み 付 け の 結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の ゼ ロ ビ ッ
ト 値 は 符 号 化 さ れ な い 、 こ と に よ り 画 像 を 符 号 化 す る よ う 動 作 可 能 な 符 号 化 手 段 を 有 す る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 装 置 は 、 更 に 伝 送 手 段 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 装 置 は 、 更 に 視 聴 手 段 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 第 4の 側 面 に よ れ ば 、 伝 送 装 置 は 上 記 の 符 号 化 装 置 を 組 み 込 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 5の 側 面 に よ れ ば 、 復 号 化 装 置 は 、 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を
与 え 、 前 記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 前 記 係 数 を 重 み 付 け し 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ
て 前 記 係 数 を 符 号 化 し 、 こ こ で 前 記 重 み 付 け の 結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ
表 示 の ゼ ロ ビ ッ ト 値 は 符 号 化 さ れ な い 、 こ と に よ っ て 符 号 化 さ れ た 画 像 を 復 号 化 す る 復 号
化 手 段 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 復 号 化 装 置 は 、 視 聴 手 段 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 画 像 又 は 差 分 画 像 を 変 換 し て 変 換 係 数 を 与 え 、 前 記 ス ケ ー ラ ブ ル ビ ッ ト ス ト
リ ー ム の 前 記 係 数 を 重 み 付 け し 、 RUN, EOP方 式 に 従 っ て 前 記 係 数 を 符 号 化 し 、 こ こ で 前 記
重 み 付 け の 結 果 と し て 導 入 さ れ る 前 記 係 数 の バ イ ナ リ 表 示 の ゼ ロ ビ ッ ト 値 は 符 号 化 さ れ な
い 、 こ と に よ っ て 符 号 化 さ れ る 画 像 を 有 す る 信 号 に も 及 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 更 に 、 第 5の 側 面 の 復 号 化 装 置 を 有 す る 画 像 複 製 デ バ イ ス に も 及 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 開 示 さ れ る 特 徴 の 全 て は 、 上 記 の あ ら ゆ る 側 面 と あ ら ゆ る 組 み 合 わ せ で 組 み 合 わ
せ ら れ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 特 定 の 実 施 例 は 、 例 示 に よ り 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 し た よ う に 、 DCT係 数 の 周 波 数 重 み 付 け が 復 号 さ れ た 画 像 の 品 質 を 相 当 に 改 善 す る
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こ と が で き る こ と が 示 さ れ て い る 。 周 波 数 重 み 付 け に 加 え て 、 選 択 さ れ た 関 心 領 域 (ROI)
の 品 質 が 改 善 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 MPEG4-FGSの 周 波 数 重 み 付 け 及 び ROI強 調 の 両 方 は 、 選 択 さ れ た 係 数 に よ り 大 き な 重 み を
適 用 す る 重 み 付 け マ ト リ ッ ク ス の 適 用 に よ っ て 、 選 択 さ れ た DCT係 数 の 最 下 位 ビ ッ ト (LSB)
に 多 く の ゼ ロ を シ フ ト イ ン す る こ と に よ っ て 実 現 さ れ る 。 こ の こ と は 、 こ れ ら の 係 数 を 事
実 上 数 ビ ッ ト プ レ ー ン シ フ ト ア ッ プ し 、 こ れ に よ り 、 上 記 が 行 わ れ な か っ た 場 合 よ り も 早
く 、 こ れ ら の 係 数 の ビ ッ ト を 拡 張 階 層 ビ ッ ト ス ト リ ー ム に 現 れ さ せ る 。 従 っ て 、 こ れ ら の
係 数 は 、 ビ ッ ト ス ト リ ー ム が 切 り 捨 て ら れ た 場 合 に 移 動 さ れ な か っ た か 又 は よ り 小 さ い 量
移 動 さ れ た 係 数 に 対 し て 優 先 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 MPEG4-FGS標 準 規 格 の 拡 張 階 層 ビ ッ ト ス ト リ ー ム を 修 正 し て シ フ ト イ ン さ れ た
ゼ ロ が も は や 符 号 化 さ れ な い よ う に し 、 こ れ に よ り 、 拡 張 階 層 か ら ビ ッ ト が 全 く 切 り 捨 て
ら れ な い 又 は 少 数 の ビ ッ ト し か 切 り 捨 て ら れ な い 場 合 に 圧 縮 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 提 案
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 MPEG4-FGSは 、 (RUN, EOP)と し て 知 ら れ て い る 技 術 を 用 い る 。 こ こ で 、 RUN記 号 は 、 ゼ ロ
ビ ッ ト の RUN(即 ち 次 の 1ビ ッ ト の 前 の ゼ ロ の 数 )を 表 す 。 EOP記 号 は 、 エ ン ド オ ブ プ レ ー ン (
End Of Plane)を 符 号 化 し 、 他 の (RUN, EOP)記 号 が 後 続 す る と 値 ゼ ロ を 有 し 、 最 後 の (RUN,
 EOP)記 号 の 場 合 に は 値 1を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 (RUN, EOP)技 術 は 、 DCTブ ロ ッ ク 係 数 ビ ッ ト を 特 定 の ビ ッ ト プ レ ー ン で 標 準 の ジ グ ザ グ
順 序 に 配 列 し て 、 上 記 の 通 り の 値 で (RUN, EOP)記 号 を 符 号 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 シ フ ト イ ン さ れ た ゼ ロ が 正 確 に ど こ で 発 生 す る か は 分 か っ て い る の で 、 こ れ ら は (RUN,
EOP)符 号 化 の 最 中 に は 単 純 に 無 視 さ れ る こ と が で き る 。 シ フ ト イ ン さ れ た ゼ ロ の 位 置 は 、
シ フ ト イ ン を 生 じ さ せ る 周 波 数 重 み 付 け マ ト リ ッ ク ス か ら 知 ら れ る 。 換 言 す れ ば 、 シ フ ト
イ ン さ れ た ゼ ロ は 、 RUN値 で 表 さ れ る ゼ ロ の ラ ン 中 で は 単 に カ ウ ン ト さ れ な い 。 デ コ ー ダ
は 、 更 に 、 こ の と き 符 号 化 さ れ な い こ れ ら の ゼ ロ の 位 置 も (重 み 付 け マ ト リ ッ ク ス か ら )知
っ て お り 、 自 身 の DCT係 数 再 構 築 の 最 中 に こ れ を 正 し く 補 償 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 1は 、 DCT変 換 10、 周 波 数 重 み 付 け 12、 (RUN, EOP)符 号 化 (ゼ ロ 無 し )14及 び 伝 送 16を 含
む 方 法 を 図 式 的 に 示 す 。 復 号 す る に は 、 こ れ ら の ス テ ッ プ は 、 重 み 付 け マ ト リ ッ ク ス か ら
知 ら れ る 位 置 で DCT係 数 マ ト リ ッ ク ス に ゼ ロ を 挿 入 し 、 (RUN, EOP)復 号 を 行 い 、 逆 周 波 数
重 み 付 け を 行 い 、 逆 選 択 的 強 調 重 み 付 け を 行 い (こ れ が 用 い ら れ る 場 合 )、 そ し て 、 周 波 数
領 域 か ら 空 間 領 域 に 変 換 し 返 す (DCT)こ と に よ り 逆 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 序 文 に て 述 べ ら れ た よ う に 、 MPEG-4-FGSは 差 分 画 像 を 符 号 化 す る 。 差 分 画 像 を 変 換 す る
代 わ り に 、 DCT変 換 10の 後 で 差 動 信 号 を 作 成 す る こ と は 、 任 意 的 な ス テ ッ プ で あ る 。 従 っ
て 、 画 像 情 報 は 変 換 さ れ 、 変 換 係 数 か ら の 差 動 信 号 の 生 成 が こ れ に 続 く 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 2は 、 符 号 化 手 段 20及 び 視 聴 手 段 21を 有 す る 符 号 化 装 置 18を 示 し 、 更 に 、 復 号 化 手 段 2
4及 び 視 聴 手 段 26を 有 す る 復 号 化 装 置 22を 示 す 。 符 号 化 装 置 18は 、 復 号 す る た め に 、 符 号
化 さ れ た 信 号 を 復 号 化 装 置 22に 伝 送 手 段 23に よ っ て 送 信 し て も よ い 。 伝 送 装 置 (図 示 せ ず )
は 、 符 号 化 装 置 18を 組 み 込 ん で も よ い 。 画 像 複 製 デ バ イ ス (図 示 せ ず )は 、 復 号 化 装 置 22を
組 み 込 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 (RUN,
EOP)法 に よ っ て 用 い ら れ る VLCが 、 こ こ で 提 案 さ れ る 方 法 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お い て 再
び 最 適 化 さ れ る こ と は 有 利 で あ る が 、 こ れ は 、 任 意 的 な も の に 過 ぎ な い 。 VLCに お い て は
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、 可 変 長 の コ ー ド 語 が 各 (RUN,EOP)対 に 割 り 当 て ら れ 、 よ り 短 い コ ー ド 語 が よ り 頻 繁 に 発
生 す る 組 合 せ に 割 り 当 て ら れ る 。 FGSに お い て は 、 よ く 知 ら れ て い る ハ フ マ ン 符 号 が 可 変
長 コ ー ド に 用 い ら れ る 。 こ れ ら の VLC／ ハ フ マ ン 符 号 は 、 種 々 の (RUN,EOP)組 合 せ の 出 現 の
頻 度 に 基 づ い て 設 計 さ れ る 。 (RUN,EOP)出 現 は 、 ラ ン 中 で シ フ ト イ ン さ れ た ゼ ロ を カ ウ ン
ト し な い こ と に よ っ て 変 化 し う る の で 、 修 正 さ れ た (RUN,EOP)方 法 に つ い て 得 ら れ る 出 現
頻 度 を 用 い て こ れ ら の コ ー ド を 再 設 計 す る こ と に よ っ て 、 効 率 (圧 縮 比 )は 潜 在 的 に 改 善 さ
れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 説 明 さ れ る 方 法 は 、 MPEG4-FGS拡 張 階 層 の 圧 縮 効 率 を 当 該 標 準 規 格 の 通 常 の 適 用
に 対 し て 増 加 す る よ う に 適 用 さ れ る こ と が で き る 。 本 方 法 は 、 特 に 、 拡 張 階 層 ビ ッ ト ス ト
リ ー ム か ら ビ ッ ト が 全 く 又 は ほ と ん ど 切 り 捨 て ら れ な い 高 品 質 の 場 合 に お い て 有 利 で あ る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 従 っ て 、 こ こ で 開 示 さ れ る 本 方 法 は 、 所 与 の ビ ッ ト レ ー ト に お い て よ り 多 く の 情 報 が 送
信 さ れ る の を 許 可 す る よ り 効 率 的 な 符 号 化 を 提 供 す る か 、 又 は 、 所 与 の ビ ッ ト レ ー ト に お
い て よ り 少 な い 時 間 で の 特 定 の 組 の 画 像 の 伝 送 を 許 可 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 標 準 の (RUN, EOP)ス キ ー ム を 修 正 し て シ フ ト イ ン さ れ た ゼ ロ を 割 り 引 く こ と の 困 難 性 の
た め 、 本 発 明 を (RUN, EOP)法 に 組 み 込 む こ と は 、 直 接 的 又 は 明 ら か な も の で は な い 。 ビ ッ
ト は 別 個 に で は な く (RUN, EOP)に お い て ラ ン (例 え ば グ ル ー プ )ご と に 扱 わ な け れ ば な ら な
い の で 、 本 方 法 を 実 現 す る 決 定 は 発 端 か ら な さ れ な け れ ば な ら な い 。 他 の 符 号 化 シ ス テ ム
に お い て は 、 ビ ッ ト の 別 個 の 処 理 は 、 本 方 法 の 実 現 を よ り 直 接 的 な も の に し う る 。 こ れ は
特 に 、 シ フ ト イ ン さ れ た ビ ッ ト が 、 単 純 に 、 1つ の 係 数 に 関 連 す る デ ー タ の 端 に あ っ て 、
こ れ ら ビ ッ ト を 伝 送 し な い と い う 手 順 を 自 明 に す る 場 合 に 、 そ う で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 開 示 さ れ る 方 法 は 、 適 切 な 修 正 を 与 え ら れ れ ば 、 MPEG4-FGSビ ッ ト プ レ ー ン 圧 縮
方 法 を 用 い る あ ら ゆ る 製 品 又 は シ ス テ ム で 実 現 さ れ る こ と が で き る 。 画 像 を 表 示 す る た め
の 視 聴 手 段 、 半 導 体 デ バ イ ス 及 び 類 似 し た 部 品 等 を 含 む コ ン シ ュ ー マ 電 子 デ バ イ ス 等 の デ
バ イ ス は 、 全 て 、 こ こ で 開 示 さ れ た 方 法 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 の 実 施 例 は 、 本 発 明 を 制 限 す る の で は な く 説 明 し て い る の で あ り 、 当 業 者 は 、 添 付
の 請 求 項 の 範 囲 か ら 離 れ る こ と な く 代 替 の 実 施 例 を 設 計 す る こ と が で き る こ と に 注 意 さ れ
た い 。 請 求 項 に お い て 、 括 弧 内 に 配 置 さ れ た い か な る 引 用 符 号 も 当 該 請 求 項 を 制 限 す る よ
う に 解 釈 さ れ て は な ら な い 。 「 有 す る (comprising)」 な る 用 語 は 、 請 求 項 に 記 載 さ れ た も
の 以 外 の 要 素 又 は ス テ ッ プ の 存 在 を 排 除 す る も の で は な い 。 本 発 明 は 、 幾 つ か の 個 別 素 子
を 有 す る ハ ー ド ウ ェ ア に よ り 、 及 び 適 切 に プ ロ グ ラ ム さ れ た コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 実 行 さ
れ る こ と が で き る 。 幾 つ か の 手 段 を 列 挙 し て い る 装 置 請 求 項 に お い て 、 複 数 の こ れ ら の 手
段 を 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 全 く 同 一 の ア イ テ ム に よ っ て 具 体 化 す る こ と も で き る 。 特 定 の 手 段
が 相 互 に 異 な る 従 属 請 求 項 に お い て 記 載 さ れ て い る と い う 事 実 の み で は 、 こ れ ら の 手 段 の
組 合 せ が 有 利 に 用 い ら れ る こ と が で き な い と い う こ と を 示 す こ と に は な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 圧 縮 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ 】 図 2は 符 号 化 及 び 復 号 化 装 置 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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